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～教育の力で佐野市を元気に～ 佐野市教育センターは皆さんの「やる気」と「不安」に応えます。

夏季休業も残り3分の１となりました。夏季

休業中、新型コロナウイルス感染症が拡大するな

かではありましたが、感染対策を工夫しながら、

教育センター夏季研修や小・中教研、各学校での

研修等において、端末活用に関する研修が熱心に

行われていました。

その中から、今回の「GIGA通信」では、学校

栄養教職員による端末を活用した「『食に関する

授業』づくり研修」の様子を紹介いたします。

『ロイロノートを活用した「食に関する授

業」づくり』 （学校栄養教職員）

「『食に関する授業』に端末を活用したい！」

という学校栄養教職員の先生方の熱意により実現

した今回の研修でした。夏季休業中の午後、教育

センターに４名の先生方が訪れ、指導主事と共に

「食に関する授業」づくりを行いました。

研修では、事前に先生方が作成した、５年生学

級活動「バイキング給食に挑戦しよう」の指導案

をもとに、ロイロノートをどの場面で活用すると

有効か、またどの場面では板書や掲示物、ワーク

シート等の活用の方が有効かを、一緒に考えてい

きました。

◇ロイロノートの活用は「考えの集約→全体共

有」の場面で有効

主食・主菜・副菜がそろった栄養バランスのよ

い食事を考えることが授業のねらいです。授業で

は、まず、児童に自由に献立を考えさせます。こ

れまでは、ワークシートと料理のカードを使った

「紙上バイキング」を行い、いくつかの献立を黒

板に再現し発表させていた場面ですが、ここでロ

イロノートを有効活用できそうだと考えました。

料理のカードとワークシートを画像として教師

のロイロノートに取り込み、児童の端末に配布し

ます。児童は自身のロイロノート上でカードを動

かして献立を作り、提出箱に提出します。

教師はその提出箱を電子黒板に映し、全員の考

えを一気に見せたり、いくつかの考えを比較して

見せたりします。

考えを一気に集約し、簡単に全体共有できるた

め、この場面ではロイロノートを活用することが

有効だ、ということになりました。授業の後半で

主食・主菜・副菜の役割や栄養バランスについて

学んだ後に献立を考え直す場面でも、同様にロイ

ロノートを活用することにしました。

◇端末よりも板書が有効な場面もある

一方で、主食・主菜・副菜の役割を確認し栄養

バランスについて学ばせる場面は、従来どおり板

書で整理した方がよいということになりました。

黒板に大きく示した方が児童が理解しやすく、ま

たそれを参考にしながら自分の献立を考え直すこ

とができるからです。

今回の授業づくりでは、「端末ありき」ではな

く、授業の質を高めるためにどの場面での端末活

用が有効か、改めて考えることができました。

今回の学校栄養教職員の先生方のように、個人

やグループでの端末操作や授業

づくりに関する相談も、教育セ

ンターは大歓迎です。お気軽に

お声がけください。
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20－3048(相談専用)ｰ児童生徒１人１台端末の日常的な活用に向けて-


